






教科用図書研究資料          教科（国語）種目（国語） 

発行者の番号・略称 使用学年 書   名 著 作 者 

２ 

東書 
全 新しい国語 

 相澤 秀夫  野矢 茂樹 

 ほか 76 名 
上記の教科用図書の特徴は下記のとおりである。 
１ 内容の特徴・表現 
① 基礎基本の確実な定着を図るために内容の充実や創意工夫がなされているか。 

 
〇 新しく覚える漢字を生徒が意識しやすいよう，新出漢字が脚注に大きな字で音訓と共
に示されている。また，第１学年では，最初の教材として，「話し方」について取り上
げたり，資料編の最初に，授業ノートの書き方やメモの取り方の例を取り上げたりする
など，導入期に生徒がどのように授業に臨めばよいかイメージできるよう配慮されてい
る。 

 
 
② 知識技能を活用し，自ら考え，判断し，表現する力を育む言語活動の内容や情報活用能

力を育成する活動の内容が充実しているか。 
 
〇 書く活動では，目標を確認し，提示された問いを意識しながら，自ら考えて学習に取 
 り組めるようになっている。また，聞く活動については，例えば，「メモを取る」「自 
分の考えと比べる」「評価する」など，様々な聞き方を身に付けることができるような 
言語活動が設定されている。 

 
 
③ 他教科等との関連や実生活の場面への活用，探究的な活動の内容が充実しているか。 

 
〇 「他教科で学ぶ漢字」では，社会，数学，理科，技術・家庭，保健体育の重要語句が 
取り上げられており，生徒が他教科との関連を意識しながら漢字を覚えたり，他教科で 
の学習活動の場面で役立てたりすることができるよう配慮されている。 
 
 

④ 我が国や郷土の伝統・文化について理解を深め，尊重する態度を育てるとともに，他国
を尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うことができる内容が充実している
か。 
 
〇 第１学年の古典教材の導入で，浦島太郎の物語を通して，古典を学ぶ意味や魅力を考 
える機会を設けたり，イソップ物語を翻訳した「伊曽保物語」を紹介することで，生徒 
が古典への親しみをもって学習に臨んだりできるように工夫されている。 

 
 
⑤ 生徒の学習意欲を喚起し，補充的な学習や発展的な学習，家庭での自主的な学習が促さ

れる創意工夫がなされているか。 
 
〇 「話すこと・聞くこと」「書くこと」の教材では，具体的な学習活動の流れをモデル 

として示しつつ，適宜，意見交換や話合いの例，完成作品例などを盛り込むことで，生
徒の学習意欲が持続するよう工夫されている。 

 
 

２ 構成・配列及び分量，その他使用上の便宜等 
 内容が系統的に構成され，学習を効果的に進めるために適切な配列であり，全体の分量

及びその配分が指導上適切であるか。また，目次，索引，凡例，諸表その他使用上の便宜
についてよく考慮されているか。 

 
〇 本編の後には，三領域の基礎的な力を育成するための「基礎編 学びを支える言葉の 

力」が設けられており，基礎編と本編を行き来しながら学習できるような工夫がなさ 
れている。 
 
 

該当するページ 

 

 
1 年 P.14～21 
1 年 P.268 

 
 
 
 
 

 
 
 
1 年 P.54～57 
2 年 P.46～49 
2 年 P.64 
3 年 P.52～55 
 
 
 
 
1 年 P.171 

2 年 P.52,150 
3 年 P.28,152 
 
 
 
 
 
 
1 年 P.126～133 

 
 
 
 
 
 
 
1 年 P.70～76 

2 年 P.23～25 
3 年 P.115～120 
 
 

 
 

 
 

 
1 年 P.225～249 

2 年 P.229～253 
3 年 P.233～266 
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教科用図書研究資料        教科（社会）種目（公民的分野） 
発行者の番号・略称 使用学年 書   名 著 作 者 

46 

帝国 
３ 

社会科 中学生の公民 

よりよい社会を目指して 

江口 勇治 

ほか 16 名 
上記の教科用図書の特徴は下記のとおりである。 
１ 内容の特徴・表現 

① 基礎基本の確実な定着を図るために内容の充実や創意工夫がなされているか。 

 

○ 「確認しよう」「説明しよう」で振り返りを大切にし，基礎・基本の知識及び技能が

確実に習得できるような内容となっている。 

 

② 知識技能を活用し，自ら考え，判断し，表現する力を育む言語活動の内容や情報活用能力

を育成する活動の内容が充実しているか。 

 

○ 「章の学習を振り返ろう」では，「見方・考え方を働かせて考えよう」というページ

を設け，思考力・判断力を高めるだけでなく，授業の中で意見交換の場を用意し言語活

動の充実を図る工夫がされている。 

 

③ 他教科等との関連や実生活の場面への活用，探究的な活動の内容が充実しているか。 

 

○ 身近な話題として，「人の声」のコーナーを設け，実社会の人々の話を聞き，実生活

と関連付けて考えることができるように工夫されている。 

 

④ 我が国や郷土の伝統・文化について理解を深め，尊重する態度を育てるとともに，他国を

尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うことができる内容が充実しているか。 

 

○ 「私たちの生活と文化」において，狂言師のインタビューから，伝統・文化を継承し，

創造していくことの大切さを実感できることができるようになっている。また，「グロ

ーバル化が進む国際社会」において，国際社会の現状と国際協調の重要性が解説されて

おり，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うことができる内容となっている。 

 

⑤ 生徒の学習意欲を喚起し，補充的な学習や発展的な学習，家庭での自主的な学習が促さ

れる創意工夫がなされているか。 

 

○ 各見開きの左上に，１時間ごとの導入となる資料が設けられており，ワイドな写真か

ら学習内容をイメージしたり，学習内容を直感的に理解できるイラストから生活との関

わりを具体的にイメージしたりすることで，学習意欲を引き出すように工夫されている。 

 

２ 構成・配列及び分量，その他使用上の便宜等 

 内容が系統的に構成され，学習を効果的に進めるために適切な配列であり，全体の分量

及びその配分が指導上適切であるか。また，目次，索引，凡例，諸表その他使用上の便宜

についてよく考慮されているか。 

 

○ 本文，タイトル，難しい漢字，固有名詞や公民用語にはふりがなを丁寧に付すととも

に，見開き２ページを，横へワイドに活用した配列を行うなど，全ての生徒が内容を捉

えやすくする工夫がされている。 
 

該当するページ 

 

 

P.7～8 

 

 

 

 

 

P.64 

P.106 

 

 

 

 

P.70 

P.138 

 

 

 

 

P.13～14 

P.183～184 

 

 

 

 

 

 

P.5～6 

P.19～20 

 

 

 

 

 

 

 

P.31～32 

P.79～80 
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教科用図書研究資料          教科（数学）種目（数学） 

発行者の番号・略称 使用学年 書   名 著 作 者 

61 

啓林館 全 未来へひろがる数学 
 岡本 和夫  森杉 馨 
 根本 博  永田 潤一郎 
 ほか 129 名 

上記の教科用図書の特徴は下記のとおりである。 
１ 内容の特徴・表現 

① 基礎基本の確実な定着を図るために内容の充実や創意工夫がなされているか。 

 

○ 「章末問題 学びをたしかめよう」では，各問題の横に学習した内容と該当ページが
示され，振り返って学習の確認をすることができるようになっており，学習内容の確実

な定着を図ることができるように配慮されている。 
 

 
② 知識技能を活用し，自ら考え，判断し，表現する力を育む言語活動の内容や情報活用能力

を育成する活動の内容が充実しているか。 
 

 ○ 「説明しよう」「話し合おう」「まとめよう」などのコーナーが設けられており，自分

の考えを整理したり，他の人の意見を聞いたりして，多様な視点や考え方を取り入れな

がら，学習に取り組めるように工夫されている。 

 

 

③ 他教科等との関連や実生活の場面への活用，探究的な活動の内容が充実しているか。 

 

 ○ 「ＡＥＤの重要性がわかるグラフ」「魚の数を調べるには？」など，他教科と関連する

内容や実生活で活用できる内容が掲載されており，数学を使って考えたり，様々な場面

に生かしたりするように工夫されている。 

 
 

④ 我が国や郷土の伝統・文化について理解を深め，尊重する態度を育てるとともに，他国を
尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うことができる内容が充実しているか。 

 
○ 第１学年の「正の数・負の数」で，富士山や琵琶湖について取り上げられていたり，

第３学年の「図形と相似」では岸和田だんじり祭の写真が例示されていたりと，郷土や
伝統文化に親しみがもてるように工夫されている。 

 

 

⑤ 生徒の学習意欲を喚起し，補充的な学習や発展的な学習，家庭での自主的な学習が促さ

れる創意工夫がなされているか。 

 

○ 「自分から学ぼう編」は，教科書の裏表紙からはじまる縦開き構成であり,生徒が自分

から取り組みやすいように工夫されている。また，自主的な学習を支援するデジタルコ

ンテンツが豊富に掲載されている。 

 

 

２ 構成・配列及び分量，その他使用上の便宜等 
 内容が系統的に構成され，学習を効果的に進めるために適切な配列であり，全体の分量

及びその配分が指導上適切であるか。また，目次，索引，凡例，諸表その他使用上の便宜
についてよく考慮されているか。 

 
 ○ 「みんなで学ぼう編」と「自分から学ぼう編」の２部構成となっており，基礎的・基本

的な内容に重点を置くとともに，章末問題には関連するページを示すなど，個に応じて
必要な練習ができるよう，多くの問題が用意されている。 

 
 

該当するページ 

 

 

1 年 P.174～175 
3 年 P.86～87 

 
 

 
 

 
 

1 年 P.138～139 

2 年 P.76 

 

 

 

 

 

2 年 P.72 

3 年 P.214 

 

 
 

 
 

 
1 年 P.10 

 3 年 P.120 
 
 
 
 
 

 

 各学年 

「自分から学ぼ

う編」 

 2 年 P.107 

 

 
 

 
 

 
 各学年表表紙 

 2 年 P.33 
 3 年 P.35 
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教科用図書研究資料          教科（音楽）種目（一般） 

発行者の番号・略称 使用学年 書   名 著 作 者 

27 

教芸 
全 中学生の音楽 

 小原 光一 

 ほか 18 名 
上記の教科用図書の特徴は下記のとおりである。 
１ 内容の特徴・表現 
① 基礎基本の確実な定着を図るために内容の充実や創意工夫がなされているか。 
  
〇 各学年の「My Voice!」のページでは,歌唱に必要な基礎的な技能や知識が段階的に示 
されている。また，2・3年下では，1，2・3年上の学習内容を踏まえた総括的な内容と 
なっており，３年間を通した基礎基本の確実な定着が図れるようになっている。 

 
 
② 知識技能を活用し，自ら考え，判断し，表現する力を育む言語活動の内容や情報活用能力
を育成する活動の内容が充実しているか。 

 
 〇 「深めよう！音楽」では，各自が「聴き取ったこと」と「感じ取ったこと」を書き入れ

た後，話し合う活動が取り入れてあったり，曲を形づくっている主な要素が示されてい
たりするなど，曲を分析したことを基に友達と意見を交流しながら表現の工夫につなげ
ることができるように工夫されている。 

 
 
③ 他教科等との関連や実生活の場面への活用，探究的な活動の内容が充実しているか。 
 

〇 どの学年にも「生活や社会の中の音楽」のコーナーがあり，アウトリーチや音楽に関
わる仕事が写真や図を用いて分かりやすく紹介されており，身近な音や音楽が様々な役
割を果たしていることを生徒が意識的に考えられるような工夫がされている。 

 
 
④ 我が国や郷土の伝統・文化について理解を深め，尊重する態度を育てるとともに，他国を
尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うことができる内容が充実しているか。 

 
〇 「私たちが受け継ぐ郷土の祭りや芸能」では，中学生が神楽や人形浄瑠璃を演じてい
る様子が写真で掲載されたり，「中学生にインタビュー」では，演じた生徒の感想など
が紹介されたりしており，日本の伝統文化に親しみやすい工夫がされている。 

 
 
⑤ 生徒の学習意欲を喚起し，補充的な学習や発展的な学習，家庭での自主的な学習が促さ
れる創意工夫がなされているか。 

  
 〇 巻頭に有名な人物から中学生へのメッセージが掲げられ，生徒が音楽に親しみを感じ

たり，音楽的な視野が広がったりするような工夫がされており，主体的に学習に取り組
む態度を養うことができるようになっている。 

 
 

２ 構成・配列及び分量，その他使用上の便宜等 
 内容が系統的に構成され，学習を効果的に進めるために適切な配列であり，全体の分量
及びその配分が指導上適切であるか。また，目次，索引，凡例，諸表その他使用上の便宜

についてよく考慮されているか。 
 

〇 音楽を形づくっている要素が着目しやすいように左下に示されていたり，学習のめあ
てと要素が関連付けて示されていたりするなど，生徒自身が視点を明確にして学習に取

り組むことができるようになっている。 
 

 

該当するページ 

 
 
1 年 P.14,15 
2・3年下 P.19 
 
 
 
 
 
 

1 年 P.47 
2・3年上 

P.22～23 
 
 
 
 
 
2・3年上 P.72 
2・3年下 

P.68～69 
  
 
 
 
 

2・3年下 
P.54～55 

 
 
 
 
 
 

1 年 P.3 
2･3 年上 P.2～3 
 
 
 
 
 
 

 
 

1 年 P.10～11 
2･3 年上 

P.20～21  
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教科用図書研究資料        教科（音楽）種目（器楽合奏） 

発行者の番号・略称 使用学年 書   名 著 作 者 

17 

教出 
全 中学器楽 音楽のおくりもの 

新実 徳英 

 ほか７名 
上記の教科用図書の特徴は下記のとおりである。 
１ 内容の特徴・表現 
①  基礎基本の確実な定着を図るために内容の充実や創意工夫がなされているか。 
  

〇 ギターの右手の使い方と左手の運指のポイントが，段階的に写真や図で示され，生徒自
身が自分の手と見比べながら練習できるようになっていたり，押さえやすいコードの曲か
ら取り組めるようになっていたりしており，基本的な技能を身に付けることができるよう
な工夫がされている。 

 
 
② 知識技能を活用し，自ら考え，判断し，表現する力を育む言語活動の内容や情報活用能力を
育成する活動の内容が充実しているか。 
 
〇 「何が同じで，何が違う？」のコーナーでは，これまで自分が学習してきた楽器を基に，
同じ「吹く楽器」や「弾く楽器」から，違いを見付けることができるような課題設定となっ
ており，自分なりの考えをまとめるスペースがあったり，友達に紹介する活動があったり
するなど，言語活動に取り組みやすい工夫がされている。 

  
 

③ 他教科等との関連や実生活の場面への活用，探究的な活動の内容が充実しているか。 
 

〇 ギターではタブ譜を掲載し，演奏の方法が分かりやすく示されており，興味のある生徒
が学校外でも活用して音楽を愛好できるような工夫がされている。  

 
 
④ 我が国や郷土の伝統・文化について理解を深め，尊重する態度を育てるとともに，他国を尊
重し，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うことができる内容が充実しているか。 

 
〇 巻頭や発展のページでは，日本の楽器だけでなく，世界の様々な楽器を演奏している写
真が掲載されていることで，それぞれの奏法を知ることができるように工夫されており，
日本の伝統楽器や世界の楽器を比較し，それぞれの良さを尊重する態度を育む内容となっ
ている。 

 
 
⑤ 生徒の学習意欲を喚起し，補充的な学習や発展的な学習，家庭での自主的な学習が促される
創意工夫がなされているか。 

 
〇 楽器の背景にある文化や伝統について調べる発展的な内容が取り入れられたり,「名曲旋
律集」では歌唱及び鑑賞教材とリンクした楽曲が多く取り上げられたりしており，生徒の
学びを深められるようになっている。 

 
 
２ 構成・配列及び分量，その他使用上の便宜等 

 内容が系統的に構成され，学習を効果的に進めるために適切な配列であり，全体の分量及
びその配分が指導上適切であるか。また，目次，索引，凡例，諸表その他使用上の便宜につい

てよく考慮されているか。 
 

〇 左のページ上部の「まなびのねらい」を，その隣のページに「まとめの曲」を配置し，学
習の見通しをもちやすい構成となっている。 

 

 

該当するページ 

 
 

 P.30,32 
 
 
 
 
 
 
 
 

P.26,52 
 
 
 
 
 
 
 
P.34 
 
 
 
 

 
 
巻頭 
P.53 
 
 
 

 
 
 
 
P.27 
P.96～97 
 
 
 
 

 
 

 
 

P.6～7 
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教科用図書研究資料        教科（音楽）種目（器楽合奏） 

発行者の番号・略称 使用学年 書   名 著 作 者 

27 

教芸 
全 中学生の器楽 

小原 光一 

 ほか 18 名 
上記の教科用図書の特徴は下記のとおりである。 
１ 内容の特徴・表現 

①  基礎基本の確実な定着を図るために内容の充実や創意工夫がなされているか。 
 

 〇 リコーダーのタンギングの発音の使い分けや音の響かせ方，音を合わせるときのコツ
が示されたり，ＱＡに生徒の疑問に答える形で注意点が示されたりしており，生徒自身

が繰り返し確かめながら練習することができるようになっている。 
  

 
② 知識技能を活用し，自ら考え，判断し，表現する力を育む言語活動の内容や情報活用能力

を育成する活動の内容が充実しているか。 
 

〇 「深めよう！音楽」では，リコーダーでアーティキュレーションを工夫したり，曲の
構成に合わせて表現の方法を変えて演奏したりする活動が設定されており，生徒同士が

意見交換できるような工夫がされている。 
 

 
③ 他教科等との関連や実生活の場面への活用，探究的な活動の内容が充実しているか。 

  
〇 生徒に身近なバンドのスコア（楽譜）や同世代が和楽器に取り組む様子を取り上げる

ことで, 音や音楽が，震災の復興や平和への願い等のメッセージを発信していることに
気付き，音楽を身近に感じたり，音に対して興味・関心をもったりするような内容とな

っている。 
 

 
④ 我が国や郷土の伝統・文化について理解を深め，尊重する態度を育てるとともに，他国を

尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うことができる内容が充実しているか。 
 

〇 日本の伝統的な楽器「箏」を紹介するページでは，演奏方法のみならず，礼儀や伝統
的な考え方，心がけが示されており，我が国や郷土の伝統・文化について理解を深める

ことができる内容となっている。 
 

 
⑤ 生徒の学習意欲を喚起し，補充的な学習や発展的な学習，家庭での自主的な学習が促さ

れる創意工夫がなされているか。 
 

〇 リズムやメロディーに特徴があり，生徒になじみ深い魅力的な曲が掲載されており，
生徒の学習意欲を喚起する工夫がされている。 

 
 

２ 構成・配列及び分量，その他使用上の便宜等 
 内容が系統的に構成され，学習を効果的に進めるために適切な配列であり，全体の分量

及びその配分が指導上適切であるか。また，目次，索引，凡例，諸表その他使用上の便宜
についてよく考慮されているか。 

 
〇 ３年間に学ぶ学習内容について題材と音楽を形づくっている要素との関連が分かりや

すく示されており，見通しをもって学習に取り組んだり，視点を明確にして学習に取り
組んだりできるようになっている。 

 
 

該当するページ 

 
 

P.18～23 
 

 
 

 
 

 
 

P.11,15 
 

 
 

 
 

 
P.75,107 

 
 

 
 

 
 

 
 

P.42 
 

 
 

 
 

 
 

P.80～81 
 

 
 

 
 

 
 

 
P.8～9 
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教科用図書研究資料          教科（美術）種目（美術） 

発行者の番号・略称 使用学年 書   名 著 作 者 

116 
日文 

１ 美術１ 美術との出会い 村上 尚徳    大橋 功 

佐藤 賢司 川合 克彦  長澤 博昭 

小泉 薫  鷹野 晃 ほか 30 名 
２・３ 

美術２・３上 学びの実感と広がり 

美術２・３下 学びの探求と未来 
上記の教科用図書の特徴は下記のとおりである。 
１ 内容の特徴・表現 

① 基礎基本の確実な定着を図るために内容の充実や創意工夫がなされているか。 

 

○ 技法・色彩・鑑賞で分類された「学びを支える資料」が掲載され，デジタルコンテンツ 

と紙面とを併用できるようになっている。 

 

 

 

② 知識技能を活用し，自ら考え，判断し，表現する力を育む言語活動の内容や情報活用能力

を育成する活動の内容が充実しているか。 
 

○ 形や色彩，材料などへの意識を促す「造形的な視点」を示すことで，対話的な学習が生
み出されるように工夫されている。 

 
 

 
③ 他教科等との関連や実生活の場面への活用，探究的な活動の内容が充実しているか。 

 

○ 「社会に生きる美術の力」では，美術の学びが人生や生活に大きく関わることが示され， 

生徒へ実生活での活用を促すことができるようになっている。 

 

 

 

④ 我が国や郷土の伝統・文化について理解を深め，尊重する態度を育てるとともに，他国を

尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うことができる内容が充実しているか。 

 

○ 浮世絵の紹介を両観音開き２ページにわたって紹介し，浮世絵が諸外国に与えた影響 

等も分かりやすい例を取り上げて紹介されている。 
 

 
 

⑤ 生徒の学習意欲を喚起し，補充的な学習や発展的な学習，家庭での自主的な学習が促さ
れる創意工夫がなされているか。 

 
○ 作品を体感できる原寸大の図版を多く取り入れ，実物の筆づかいや描き方など，忠実

な再現がなされているため，生徒の学習意欲を喚起するとともに，細部を観察すること

で鑑賞が深められるようになっている。 

 

 

 

２ 構成・配列及び分量，その他使用上の便宜等 

 内容が系統的に構成され，学習を効果的に進めるために適切な配列であり，全体の分量

及びその配分が指導上適切であるか。また，目次，索引，凡例，諸表その他使用上の便宜

についてよく考慮されているか。 

 

○ 身近な題材や幅広いジャンル，社会や環境と関わりのある題材などが，発達段階に応じ 
て３冊の分冊にダイナミックな資料とともに掲載されており，各学年の学びを深められ 

るように配慮されている。 
 

 
 

該当するページ 

 

 

1 年 P.58～75 

2･3 上 P.50～65 

2･3 下 P.48～57 

 

 

 

 
 

1 年 P.18～19 
2･3 上 P.12～13 

2･3 下 P.36～37 
 

 
 
 
2･3 年下 

P.58～59 

 

 

 

 

 

 

2･3 年上 

P.24～29 
 
 
 
 
 
 
1 年表紙 

2･3 年上 

P.2～4 

2･3 年下 

P.48～49 

 

 
 
 
 
 
1 年 P.16～17 
2･3 年上 

P.32～33 
2･3 年下 

P.44～45 
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教科用図書研究資料       教科（保健体育）種目（保健体育） 
発行者の番号・略称 使用学年 書   名 著 作 者 

２ 

東書 
全 新しい保健体育 

戸田 芳雄 

 ほか 36 名 

上記の教科用図書の特徴は下記のとおりである。 
１ 内容の特徴・表現 
① 基礎基本の確実な定着を図るために内容の充実や創意工夫がなされているか。 
 

○ 学習課題の解決に向けて，資料を基に考えたり，話し合ったりするための発問が掲げ
られ，知識や技能の確実な定着につながるようになっている。 

 
 
 

② 知識技能を活用し，自ら考え，判断し，表現する力を育む言語活動の内容や情報活用能力
を育成する活動の内容が充実しているか。 

 
○ 「見つける」では，日常経験や小学校で学習したことを基に考えたり，「活用する」
で習得した知識を基に考え，表現したりできるようになっている。 

 
 
 

③ 他教科等との関連や実生活の場面への活用，探究的な活動の内容が充実しているか。 
 

○ 他教科との関連がある学習内容については，マークで示されるとともに，理科２年
【消化と呼吸】や家庭【食生活と栄養】などのように具体的に欄外に示されている。 

 
 
 

④ 我が国や郷土の伝統・文化について理解を深め，尊重する態度を育てるとともに，他国を
尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うことができる内容が充実しているか。 

 
○ 読み物「日本人と運動会」では，我が国の運動会の歴史・変容が具体的に取り上げら
れており，運動会の文化としての位置付けや，世界でも高く評価されていることが紹介
されている。 

 
 
 

⑤ 生徒の学習意欲を喚起し，補充的な学習や発展的な学習，家庭での自主的な学習が促さ
れる創意工夫がなされているか。 

 
○ 各章の終末に「学習のまとめ」が配置され，「確認の問題」や「活用の問題」に加

え，自分の生活に学びをどう生かすかを考える「日常生活に生かそう」コーナーが
設けられており，家庭における学習や今後の自主性の育成にも配慮されている。 

 
 
 
２ 構成・配列及び分量，その他使用上の便宜等 

 内容が系統的に構成され，学習を効果的に進めるために適切な配列であり，全体の分量

及びその配分が指導上適切であるか。また，目次，索引，凡例，諸表その他使用上の便宜
についてよく考慮されているか。 

 
○ 学習課題や資料が見開き２ページ内に順に示されており，１単位時間に学ぶべきこと

や「見つける」「課題の解決」「広げる」という主な流れが一目で把握できるよう配慮
されている。 

 
 
 

該当するページ 

 

 

P.104 
 

 

 

 

 

 

 

 P.112～113 
 

 

 

 

 

 

P.10 
 

 

 

 

 

 

 

 P.51 
 

 

 

 

 

 

 

 

P.47 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 P.6～7 
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30  
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教科用図書研究資料       教科（保健体育）種目（保健体育） 
発行者の番号・略称 使用学年 書   名 著 作 者 

50 

大修館 
全 最新 中学校保健体育 

友添 秀則   衞藤 隆 

ほか 24 名 
上記の教科用図書の特徴は下記のとおりである。 
１ 内容の特徴・表現 
① 基礎基本の確実な定着を図るために内容の充実や創意工夫がなされているか。 
 

○ 本文の文章内に「資料①」，「コラム」などと着色されて目立つように書かれてお
り，資料の図表を確認しやすくなっている。また，各章末にある「章のまとめ」は，
具体的なテスト形式になっており，基礎的な知識の確実な定着を図ることができる
ようになっている。 

 
 

② 知識技能を活用し，自ら考え，判断し，表現する力を育む言語活動の内容や情報活用能力
を育成する活動の内容が充実しているか。 

 
○ 「学習のまとめ」では，その時間に学習した内容を生かしたり，話し合ったりするこ
とで，考えを深めることができる課題が示されている。 

 
 

③ 他教科等との関連や実生活の場面への活用，探究的な活動の内容が充実しているか。 
 

○  「特集資料」では，自分たちの生活の中で起こりうる事例が挙げられ，授業で学んだ
ことを振り返り，実生活に生かすための学習が可能になっている。 

 
④ 我が国や郷土の伝統・文化について理解を深め，尊重する態度を育てるとともに，他国を
尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うことができる内容が充実しているか。 

 
○ コラム「オリンピックの父・クーベルタンと嘉納治五郎」では，「柔道」の創始者と
して知られる嘉納治五郎と「近代オリンピックの父」クーベルタンとが似た志をもって，
オリンピックの普及に尽力したことが記述されており，国際社会の平和や発展に前向き
な態度を養うことができるようになっている。 

 
 

⑤ 生徒の学習意欲を喚起し，補充的な学習や発展的な学習，家庭での自主的な学習が促さ
れる創意工夫がなされているか。 

 
○ 「クローズアップ」には，学習したことを広げたり深めたりする内容が取り上げられ
ており，補充的な学習や発展的な学習につながるようになっている。 

 
 

２ 構成・配列及び分量，その他使用上の便宜等 
 内容が系統的に構成され，学習を効果的に進めるために適切な配列であり，全体の分量
及びその配分が指導上適切であるか。また，目次，索引，凡例，諸表その他使用上の便宜
についてよく考慮されているか。 
 
○ 章の扉のページでは，今後の学びについて自分自身の生活との関連について考えるこ

とができるようになっていたり，小・中・高の学習内容が示され内容のつながりを確認
できるようになっていたりしている。 

 

該当するページ 

 

 
P.106～107 
P.94～95 
 
 
 
 
 
 
 
 P.43,51 

 
 
 
 
 
P.70～71 

 
 
 
 
 
 P.124～125 

 
  
 
  
 
 
 
 

 P.62～63 
 
 
 
 
 
 
 
 
 P.28～29 
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224 

 
  

     

32  
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 55  
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教科用図書研究資料          教科（外国語）種目（英語） 
発行者の番号・略称 使用学年 書   名 著 作 者 

17 

教出 
全 ONE WORLD  English Course 

本多 敏幸   金森 強 

ほか 22 名 
上記の教科用図書の特徴は下記のとおりである。 
１ 内容の特徴・表現 
① 基礎基本の確実な定着を図るために内容の充実や創意工夫がなされているか。 
 
 ○ 新出事項を学ぶ際には「Tool Kit」や「Listen」において，イラストで理解しながら口

頭練習をしたり，耳で聞いたりしながら，繰り返し学習し，確実に基礎を定着できるよう
になっている。 

 
 
 
② 知識技能を活用し，自ら考え，判断し，表現する力を育む言語活動の内容や情報活用能力
を育成する活動の内容が充実しているか。 

 
 ○ 「Think & Try!」では，学習してきた本文の一部をそのまま利用しながら，生徒自身

の考えを少し加えて話したり書いたりする表現活動を行えるよう工夫されている。 
 
 
 
③ 他教科等との関連や実生活の場面への活用，探究的な活動の内容が充実しているか。 
 
 ○ 第２学年の「Workplace Experience」や第３学年の「Why do We Have to Work?」で

は，働くことの意義，「Further Reading②」では，アフリカ系アメリカ人女性として初
めて NASA で数学者として働いた実在人物について，それぞれ触れられており，探究的
な活動につながるよう配慮されている。 

 
 
 
④ 我が国や郷土の伝統・文化について理解を深め，尊重する態度を育てるとともに，他国を
尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うことができる内容が充実しているか。 

 
 ○ 温暖化など地球の環境問題やゴミ処理の問題，動物との共存やドギーバッグ（食品ロ

ス）の取組などについて考えをまとめる題材が取り上げられており，生徒が国際的な課
題について意識できるようになっている。 

 
 
 
⑤ 生徒の学習意欲を喚起し，補充的な学習や発展的な学習，家庭での自主的な学習が促さ
れる創意工夫がなされているか。 

 
 ○ 各レッスンを三つの観点で振り返る活動を行うことにより，生徒自身が達成できたこ

とを確認した上で，自主的な学習に取り組むことができるようになっている。 
 
 
 
２ 構成・配列及び分量，その他使用上の便宜等 

 内容が系統的に構成され，学習を効果的に進めるために適切な配列であり，全体の分量

及びその配分が指導上適切であるか。また，目次，索引，凡例，諸表その他使用上の便宜
についてよく考慮されているか。 

 
 ○ 「Activities Plus」に赤いマスキングシートがついており，重要構文復習リストがある

など，単語や基本的な表現が定着しているか確認しながら，繰り返し学習に取り組むこ
とができるようになっている。 

 

該当するページ 

 
 
1 年 P.53 
2 年 P.79 
3 年 P.23 
 
 
 
 
 
 
1 年 P.79 

2 年 P.71 
3 年 P.53 
 
 
 
 
2 年 P.45～53 

3 年 P.69～79 
P.102～107 

 
 
 
 
 
 
 
 1 年 P.111～118 

 3 年 P.82～89 
  
 
 
 
 
 
 
 1 年 P.95 

 2 年 P.103 
 3 年 P.65 
 
 

 
 

 
 

 
 1 年 P.133～146 

 2 年 P.129～147 
 3 年 P.121～140 
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教科用図書研究資料          教科（道徳）種目（道徳） 

発行者の番号・略称 使用学年 書   名 著 作 者 

38 

光村 
全 中学道徳 きみが いちばん ひかるとき 

 杉中 康平  田沼 茂紀 

 ほか 24 名 
上記の教科用図書の特徴は下記のとおりである。 
１ 内容の特徴・表現 
① 基礎基本の確実な定着を図るために内容の充実や創意工夫がなされているか。 
 
 ○ いじめ問題と情報モラルに関する教材は，自分のこととして活動を通して考えていく

ことができる「深めたいむ」とのユニット教材になっており，より道徳的価値の理解を
深められるように工夫されている。 

 
 
② 知識技能を活用し，自ら考え，判断し，表現する力を育む言語活動の内容や情報活用能

力を育成する活動の内容が充実しているか。 
 
 ○ 「見方を変えて」には，中心となる発問と視点を変えた問いが設定され，生徒が多面

的・多角的な見方や考え方ができるように工夫されている。 
 
 
③ 他教科等との関連や実生活の場面への活用，探究的な活動の内容が充実しているか。 
 
 ○ 教材末の「つなげよう」は，教材を通して学んだことを他教科や日常生活につなげた

り，探究的な活動を促したりできるように工夫されている。 
 
 
 
④ 我が国や郷土の伝統・文化について理解を深め，尊重する態度を育てるとともに，他国

を尊重し，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うことができる内容が充実している
か。 

 
 ○ 現代的な課題の中でも，国際理解に関する内容や共生に関する内容については，教材

の後にコラムが用意され，国際社会の在り方や自分自身の在り方について深く考えるこ
とができるようになっている。 

 
 
⑤ 生徒の学習意欲を喚起し，補充的な学習や発展的な学習，家庭での自主的な学習が促さ

れる創意工夫がなされているか。 
 
 ○ 教材末の「考えよう」では，教材を通して何を学ぶのかを意識できるようにめあてが

明示され，生徒がねらいとする道徳的価値を意識しながら学習に取り組むことができる
ようになっている。 

 
 
 
２ 構成・配列及び分量，その他使用上の便宜等 

 内容が系統的に構成され，学習を効果的に進めるために適切な配列であり，全体の分量
及びその配分が指導上適切であるか。また，目次，索引，凡例，諸表その他使用上の便宜

についてよく考慮されているか。 
 

 ○ 冒頭の教材「道徳の授業を始めよう！」では，道徳科で学ぶ 22 の内容が「キーワード」
として分かりやすく示され，１年間の学びを見通し，目標をもって授業に臨めるよう工

夫されている。 

 

 

 

該当するページ 

 
 
1 年 P.30～35 

 2 年 P.58～64 
3 年 P.32～37 

  
 
 
 
 

1 年 P.58 
2 年 P.25 
3 年 P.76 
 
 
 
1 年 P.116 
2 年 P.46 
3 年 P.107 
 
 
 
 
 
 
1 年 P.117～122 

 2 年 P.99～107 
3 年 P.122～128 

  
 
 
 
 
1 年 P.131 

 2 年 P.58 
3 年 P.149 

  
 
 
 
 
 
 
 
全学年 
P.6～7 
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